
令和 6年度 全体会 R7.3.12 

重心ネットワーク部会 

部会設置の

目的 

一つの機関での解決が難しい横断的であり地域課題的なものも多い重心児者の課題について、関係機関同士

が相談や情報共有ができるように顔の見える関係、ネットワークづくりをする 

今年度の 

開催状況 

✻幹事会…①5/9、②7/4、③9/5、④11/1、⑤11/29、⑥1/27 

✻施設見学会…第 1回：7/22、第 2 回：9/3 

✻部会…11/11 

今年度の 

課題認識・

取組の意図 

①利用できる資源が少ない、支援者同士の連携は広がりつつあるが、更に広げていく必要がある 

⇒支援者のネットワーク構築と啓発⇒重心の方との“出会い”関係性“が鍵！ 

②（引き続き）防災についての情報や現状を支援者が正しく知る必要がある 

⇒重心の方及び家族への情報発信ができるようにする 

今年度の 

取組内容 

課題認識① 利用できる資源が少ない、支援者同士の連携は広がりつつあるが、更に広げていく必要がある 

☞どんな取り組みをした？ 

✓「施設見学会」を実施 

・施設の特徴や役割を知る 

・「防災」を切り口に備蓄や施設での防災対策、訓練等を知り、自施設でできることを考えるきっかけとした 

 

✓第 1回：横浜市立若葉台特別支援学校 18名参加（7/22） 

…施設概要説明、防災備蓄や発災時の対策について見学 

見学当日は、生徒が年１回の非常食を食べる試食会（食事内容、量、食具が適しているか

を昼食で確認し、保護者に伝える） 

 

✓第 2回：横浜医療福祉センター港南 18 名参加（9/3） 

…施設概要説明、防災備蓄や訓練等の説明、防災備蓄の説明と見学 

福祉避難所としての備蓄、発災時の対応について 

 

課題認識② 防災についての情報や現状を支援者が正しく知る必要がある 

☞どんな取り組みをした？ 

✓第１回部会「重心の方の防災について考えよう」を開催（11/11） 

・35 名参加 

・施設見学会報告 

・「特別支援学校における非常災害時に備えた対応表」について情報提供 

・制度説明：「福祉避難所について」（区高齢・障害支援課） 

・グループワーク：各事業所で行っている防災対策、自助・共助を推進するためにできること など 

…支援者が防災について情報や現状を正しく知り、重心の方及び家族への情報発信ができるように情報共有

を行った 

今ある資源も知り、発災時に必要な情報をとれるように支援者が平常時から準備をしておくきっかけとした 

今年度の 

成果と課題 
成果 

○施設見学会を通して、各施設の役割や特徴を知る機会となった 

○他施設の防災対策を知り、自施設での課題の認識につながった 

○「特別支援学校における非常災害時に備えた対応表」等、今ある資源の共有ができた 

○「福祉避難所」の現実的な状況を知ることができた 
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今年度の 

成果と課題 

地域課題 

●発災時の安否確認方法などが確立していない 

●災害時の支援体制など、行政と支援機関等との連携体制ができていない 

⇒「福祉避難所」の備蓄品等の検討を横浜市とできると良い 

●介護保険分野との課題に共通するものが多くあるが、連携していく仕組みがない 

部会運営

の課題 

●幹事の意図するところを部会出席者と共有しきれない 

●部会の機能と取り組みの継続、今後も途切れないための仕掛けや広がりが持てる取り組みが必要 

他の部会に

聞きたい事／

共通課題 

●障害に対する理解の促進 

●医療ケアが必要な方の進路先が少ない 

●ヘルパーの担い手不足 

●防災対策…部会を越えた防災についての連絡会立ち上げ、都筑区 BCP 連絡会への参加 など 

今後の取組 

☆見学会の継続 

⇒それぞれの機関の特徴、役割を知り、連携を深めたい 

⇒見学会だけではなく、重心の方の介助方法を支援者また関心がある方向け勉強会も検討する 

☆重心の方の生活や状況を伝える機会、啓蒙の機会をもつ 

☆防災についての取り組みの共有 

☆防災についての情報を重心の方やご家族に説明や啓発する際のわかりやすい資料の検討 

☆重心の方の意思決定支援について 

 


